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分析対象の安定剤

ポリオレフィン安定剤の分析工程の迅速化と高感度化を同時達成

有機分析高分子

プラスチックには目的や用途に応じて様々な添加剤が使用される。
特に、成形加工時や製品として使用する際に光や熱等の様々な要因により酸化や変色などの劣化が
生じるため、使用される添加剤は劣化を抑制する安定剤が主体となる。

このたび長年の添加剤分析の知見と経験を活かし、添加剤の分析工程を抜本的に見直しすることで
ポリオレフィンの安定剤を迅速かつ高感度に分析できる技術を確立した。
その結果、分析結果報告の短納期化、微量安定剤の分析を可能とした。

M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

ポリオレフィンの安定剤の迅速分析

フェノール系、リン系、イオウ系

迅速化と高感度化を
同時に達成

ベンゾトリアゾール系、ベンゾフェノン系、
トリアジン系 等

N-H系、N-Me系、NO-Alkyl 系
安定剤

抽出 定性 定量

定量抽出 定性

耐候安定剤

酸化防止剤

金属不活性化剤

紫外線吸収剤

HALS

※ 金属不活性化剤の一部および高分子HALSは別途相談

■迅速化の効果
　・納期の短縮化を達成
　　　抽出を含め定性分析時間は従来の1/2
　　　定量工程を含めても2/3

■高感度化（10～100倍）の効果
　・微量の残存添加剤を検出可能
　・貴重な試料の消耗は最小限

（従来法）

（改良法）

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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